










まとめ 

コンドロイチン－6－硫酸およびケラタン硫酸由来のオリゴ糖を酵素活性測定のための基

質として作製し,N-acetyIgalactosamine-6－スルファターゼおよび Galactose-6－スルフ

ァターゼ活性を測定した結果,モルキオ症候群では両者ともに著明な低下をみとめた。酵素

学的性質の比較でも,その性質はよく一致していた。以上の事実から,両酵素は同じ遺伝子

に支配されているものと考えられる。 


